
柏樹会報 第10号　令和6年8月 1

第 10 号

柏樹会 神奈川県立柏陽高等学校同窓会

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
60
」

クローズ
アップ

　

令
和
6
年
6
月
1
日
（
土
）
ホ
テ
ル
横
浜
キ
ャ
メ

ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
に
て
、
13
期
生
の
還
暦
を
お
祝

い
す
る
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
次
会
に
は
恩
師
3
名
（
村
田
京
子
先
生
・
大

森
儀
郎
先
生
・
緒
形
助
正
先
生
）
を
お
迎
え
し
て

65
名
が
出
席
、
二
次
会
は
隣
室
に
会
場
を
移
し
、

更
に
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
”高
校
生
活
の
記
憶
“
は
長
年
の
隔
た
り
を
一

瞬
で
払
拭
。
先
ず
は
3
年
の
ク
ラ
ス
別
テ
ー
ブ
ル

で
、
緒
方
先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
会
し

　

昭
和
54
年
3
月
卒
業
、
10
期
生
の
同
窓
会
を

開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
還
暦
同
窓

会
」
が
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開

催
の
時
が
来
ま
し
た
。
10
期
生
の
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
て
一
堂
に
会
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
：
令
和
6
年
11
月
16
日（
土
）17
時
～
20
時

場
所
：
横
浜
駅
東
口　

崎
陽
軒
本
店                                 

会
費
：
８
，
５
０
０
円

8
月
に
会
費
の
振
込
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

hakuyo1979@
yahoo.co.jp

卒
業
時
の
ク
ラ
ス
・
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
が
取
れ
る
方
な
ど
、
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

幹
事
：
1
組 

鈴
木　

2
組 
新
倉　

4
組 

並
木

         

7
組 

木
南
・
志
野　

8
組 
辻　

　

柏
陽
高
校
創
立
60
周
年
の
令
和
９
年
ま
で
残
す
と
こ
ろ

３
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
母
校
か
ら
60
周
年
の
式
典
の
開
催
の
意
向
を
受

け
ま
し
た
。
柏
樹
会
は
50
周
年
時
と
同
様
、
生
徒
の
要
望

に
添
っ
た
記
念
品
の
寄
贈
（
記
念
事
業
）
を
考
え
て
い
ま

す
。
寄
贈
品
は
今
年
度
内
に
生
徒
か
ら
の
要
望
を
と
り
ま

と
め
、
学
校
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。
60
周

年
記
念
事
業
の
概
要
、
そ
れ
に
対
す
る
寄
付
金
の
募
集
、

60
周
年
「
大
同
窓
会
」
の
案
内
な
ど
、
詳
細
は
来
年
度
発

行
の
会
報
に
て
発
表
の
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

周
年
事
業
は
、
母
校
へ
の
記
念
品
寄
贈
な
ら
び
に
卒
業
生

皆
さ
ん
の
再
会
の
場
を
提
供
す
る
機
会
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
会
う
機
会
が
な
い
同
級
生
と
、
集
ま
る
時

と
場
所
を
設
け
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
今
か
ら
声
を

掛
け
合
っ
て
60
周
年
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

現
在
60
周
年
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
50
周

年
の
時
の
方
々
で
す
。
周
年
事
業
の
企
画
を
盛
り
上
げ
、

60
周
年
の
「
そ
の
先
」
へ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
す
る
た
め
に
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
賛
同
を
い
た
だ
き
、
60
周
年

記
念
事
業
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

60
周
年
記
念
事
業
の
準
備
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

方
、
質
問
の
あ
る
方
は
、
柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お

問
い
合
わ
せ
」
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

13
期
生「
還
暦
祝
」同
窓
会

   

５
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催

   

10
期
生
の
み
な
さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

  

３
年
遅
れ
の
還
暦
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す

　

柏
陽
高
校
創
立
60
周
年

　

大
同
窓
会
へ
の
道　

№
３

ま
し
た
。
そ
の
後
2
回
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
タ
イ
ム
で

2
年
生
や
1
年
生
の
ク
ラ
ス
で
も
集
ま
り
、
終
始

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

一
次
会
終
了
間
際
に
は
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
二

次
会
か
ら
の
参
加
者
も
加
え
て
集
合
写
真
を
撮
影
。

恩
師
や
還
暦
を
迎
え
た
同
期
計
75
名
が
一
堂
に
会

し
た
歓
び
を
分
か
ち
合
い
、
数
年
後
の
再
会
を
約

束
し
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文　

13
期
幹
事
一
同
）

https://dousoukai.site/hakuju-kai/contact/
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柏樹会人材バンク編　柏陽生の皆さんへ
　

卒
業
し
て
約
半
世
紀
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
高
校
時
代
の
3
年
間
が

そ
の
後
の
私
の
人
生
を
様
々

な
局
面
で
方
向
づ
け
た
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　

高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部

に
所
属
し
て
お
り
、
毎
日
き

つ
い
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
し
た
。
合
宿
中
は
学
校
に

寝
泊
ま
り
し
、
早
朝
に
大
船

観
音
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た

の
は
、
今
で
も
よ
い
思
い
出

で
す
。 

　

大
学
院
修
士
課
程
を
修
了

後
、
持
田
製
薬
と
い
う
中
堅

の
会
社
に
研
究
員
と
し
て
就

職
し
、
今
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
昼
夜
を
徹
し
て
の

新
薬
の
研
究
開
発
に
ラ
グ

ビ
ー
で
鍛
え
た
体
力
だ
け
で

乗
り
切
り
ま
し
た
。
そ
の
後

今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
ご
縁

　

１
９
９
２
年
3
月
に
卒
業

し
た
後
、
高
校
教
師
に
な
り

た
い
と
思
い
京
都
教
育
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。し
か
し
、

教
育
実
習
の
際
に
、
自
分
に

は
向
い
て
い
な
い
の
で
は
と

痛
感
し
教
師
に
な
る
こ
と
を

諦
め
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
京
都
に
あ
る
龍

が
あ
り
大
学
教
員
の
道
に
進

み
ま
し
た
。

　

静
岡
に
住
ん
で
い
た
こ

ろ
、
偶
然
に
も
地
元
の
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
に
誘
わ
れ
、
趣

味
と
し
て
の
ラ
グ
ビ
ー
が
復

活
し
ま
し
た
。
柏
陽
に
も
夏

の
ラ
グ
ビ
ー
部
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
3
月
の
卒
部
式
に
時

間
の
許
す
限
り
出
席
し
て
い

ま
す
。
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

Ｏ
Ｂ
連
合（
10
校
ラ
グ
ビ
ー
）

に
も
加
わ
り
、
現
在
も
年
２

回
の
大
会
に
柏
陽
チ
ー
ム
と

し
て
参
戦
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
ラ
グ

ビ
ー
は
１
チ
ー
ム
15
人
で
や

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
15
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
個

「
三
つ
子
の
柏
陽
魂
」

柏
陽
の
３
年
間
が
私
の
礎
に

不
思
議
な
人
生

様
々
な
人
生
に
出
会
い
、教
え
て
も
ら
う
日
々

８
期
生　

荻　

原　
　

琢　

男

23
期
生　

小　

正　
　

浩　

徳

　
柏
陽
人
　
今
を
語
る

第
３
回

性
が
あ
り
ま
す
。
体
型
や
脚

力
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
み

な
ら
ず
、
統
率
力
・
決
断
力

な
ど
の
メ
ン
タ
ル
な
特
性
や

そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
誰
も

が
い
ず
れ
か
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
準
備
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
試
合
後
に
は
両
軍

の
選
手
が
飲
み
食
い
を
共
に

し
な
が
ら
試
合
を
振
り
返
る

と
い
う
の
も
、
他
の
競
技

に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
終
了
を

「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と
い
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
ラ
グ
ビ
ー
の

精
神
を
象
徴
す
る
こ
と
ば
で

す
。
ま
た
「O

ne for all, all 
for one

」
も
ラ
グ
ビ
ー
を
現

す
代
表
的
な
こ
と
ば
で
す
。

今
、
人
生
を
振
り
返
る
と
危

機
に
接
す
る
と
誰
か
に
助
け

ら
れ
、
誰
か
の
危
機
に
は
進

ん
で
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

が
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
ま

す
。

「
三
つ
子
の
魂
100
ま
で
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
ら
ゆ
る
局
面
で
柏
陽
高
校

で
の
３
年
間
が
私
の
礎
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
今
さ

ら
な
が
ら
痛
感
し
ま
す
。
柏

陽
高
校
の
現
役
生
や
若
い
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
今
の

疾
風
怒
涛
の
時
期
と
、
一
生

の
付
き
合
い
に
な
る
で
あ
ろ

う
友
人
を
大
切
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

現　職：	東京理科大学薬学部教授
出身地：	横浜市
学　歴：	1977年 3月	 神奈川県立柏陽高等学校卒（8

期生）
	 1981年３月	 青山学院大学理工学部卒業
	 1983年 3月	 青山学院大学大学院理工学研

究科修了
	 2000年 3月	 金沢大学自然科学研究科より

薬学博士授与
職　歴：	1983年 4月	 持田製薬株式会社入社．富士

中央研究所配属
	 2006年 10月	高崎健康福祉大学薬学部教授
	 2024年 4月より現職
趣　味：	ラグビー、フルート、バイク
好　物：金沢の冬のズワイガニ、4月のホタルイカ、8

月の能登カキ、日本酒
仕事のモットー：	 無駄だろう？　意味ないだろう？
	 馬鹿だろう？　今さらだろう？　
	 でもやるんだよ

略歴・プロフィール

右　：	荻原（カミさんも柏陽生）
中央：	ラグビー部OB会長松岡慈郎

さん（8期生）
左　：	清水尚さん（8期生）（息子も

柏陽生でラグビー部）
いまだに年１回，同期クラス会（城
村組）をやっています

谷
大
学
心
理
学
部
の
教
員
と

し
て
研
究
と
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
内

の
特
別
支
援
学
校
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）

と
し
て
も
働
い
て
お
り
、
発

達
し
ょ
う
が
い
や
不
登
校
、

い
じ
め
の
問
題
な
ど
、
教
育

現
場
で
の
「
心
理
の
仕
事
」

も
し
て
い
ま
す
。
高
校
教
師

を
諦
め
た
の
で
す
が
、
大
学

の
教
員
に
な
り
学
校
に
関
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、不
思
議
な
人
生
で
す
。

　

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
思

う
の
は
、
学
校
の
教
師
も
Ｓ

Ｃ
も
お
互
い
に
児
童
生
徒
に

関
わ
る
（
支
援
す
る
）
が
、

そ
の
「
支
援
」
は
や
や
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
教
師
が

行
う
「
教
育
的
支
援
」
は
、

教
師
側
が
向
か
う
べ
き
望
ま

し
い
方
向
（
ゴ
ー
ル
）
を
設

定
し
、
そ
こ
へ
児
童
生
徒
を

導
こ
う
と
し
ま
す
。
一
方
Ｓ
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私
は
高
校
時
代
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
活
動
で
の
怪
我
が

契
機
と
な
っ
て
身
体
の
ケ
ア

に
興
味
を
持
ち
、
理
学
療
法

士
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は

神
奈
川
県
立
特
別
支
援
学
校

で
理
学
療
法
士
か
つ
教
員
と

し
て
、
障
害
の
あ
る
生
徒
の

教
育
支
援
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

教
育
現
場
で
働
く
理
学
療

法
士
は
全
国
的
に
少
な
く
、

校
内
で
生
徒
・
保
護
者
・
教

員
の
相
談
に
の
り
な
が
ら
リ

ハ
ビ
リ
的
要
素
を
授
業
に
取

り
入
れ
た
り
、
病
院
と
学
校

の
橋
渡
し
役
と
な
っ
た
り
、

活
躍
の
幅
は
様
々
で
す
。
大

卒
後
は
総
合
病
院
で
リ
ハ
ビ

リ
を
担
当
す
る
理
学
療
法
士

で
し
た
が
、
海
外
旅
行
中
に

発
展
途
上
国
の
医
療
に
興
味

を
持
ち
青
年
海
外
協
力
隊
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
子

ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
が
、

教
育
の
世
界
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

新
た
な
出
会
い
や
環
境
に
飛

び
込
み
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

　

高
校
生
は
勉
強
や
部
活

動
に
忙
し
い
日
々
で
す
が
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。
新
た
な
出
会
い
、

環
境
に
飛
び
込
む
こ
と
は
自

身
の
視
野
や
人
生
観
が
広
が

り
、
そ
れ
ら
は
社
会
に
出
た

時
に
必
ず
活
か
さ
れ
、
自
分

に
自
信
を
も
つ
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　

柏
陽
を
卒
業
し
て
20
年
以

上
経
ち
ま
し
た
が
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
始
め
た
空
手
の

理
学
療
法
士
か
つ
教
員　

き
っ
か
け
は

自
身
の
け
が
と
青
年
海
外
協
力
隊
で
の

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

33
期
生　

本　

杉　
　

直　

子

先
生
が
柏
陽
出
身
で
し
た
。

道
場
出
身
の
柏
陽
生
も
い
ま

す
。偶
然
の
出
会
い
で
す
が
、

た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
積
極

的
に
行
動
す
る
柏
陽
生
の
必

青年海外協力隊　フィジーにて

柏樹会人材バンク編　柏陽生の皆さんへ

2002年　柏陽高校卒業
2006年　東京都立保健科学大学（現東京都立大

学）　理学療法学科卒業
2006年　神奈川リハビリテーション病院に勤務
2009年　青年海外協力隊員としてフィジーへ派

遣
2013年　神奈川県立特別支援学校に自立活動教

諭（理学療法士）として勤務
	 ①	「自立活動」の授業に関する教員へ

の指導助言
	 ②	児童生徒の個々の教育目標の作成
	 ③	小・中・高校の教員への相談支援、

を主な仕事としている。

略歴

Ｃ
等
の
心
理
職
が
行
う
「
心

理
的
支
援
」
は
、
ゴ
ー
ル
は

児
童
生
徒
自
ら
が
定
め
、
自

ら
が
そ
こ
へ
向
か
う
力
を
充

分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
関
わ

り
ま
す
。
教
師
は
児
童
生
徒

の
手
を
ひ
き
共
に
歩
む
、
心

理
職
は
児
童
生
徒
が
自
ら
歩

む
そ
の
半
歩
後
を
つ
い
て
い

く
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
今
大
学
で
、
学
生
が

自
身
の
「
心
」
を
成
長
・
変

化
し
て
い
く
よ
う
な
教
育
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
私
の
実

践
的
研
究
の
一
つ
に
「
死
を

考
え
る
講
義
」
が
あ
り
ま

す
。
学
生
に
自
ら
の
死
を
考

え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
学
生

自
身
の
「
心
」
と
そ
し
て
人

と
の
関
わ
り
方
に
変
化
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る

1992年　柏陽高校卒業
1997年　京都教育大学卒業
2001年　京都教育大学大学院修了（修士）
	 宇治市教育委員会適応指導教室指

導員、龍谷大学大学院文学研究
科附属臨床心理相談室カウンセ
ラー、龍谷大学文学部臨床心理学
科講師、同准教授を経て、

2023年	 龍谷大学心理学部心理学科准教授
（現在に至る）

研究・実践	 発達臨床、死生観教育などの研究・
実践を行っています。また、スクー
ルカウンセラーの他、京都府教育
委員会や滋賀県などで不登校や発
達しょうがいのある子どもに対す
る支援事業のスーパーバイザーや
協議会委員なども務めています。

略歴

学
生
は
講
義
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
家
族
に
対
す
る
ネ
ガ

デ
ィ
ブ
な
思
い
が
ふ
っ
と
無

く
な
っ
た
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
何
か
を
教
え
る
わ
け

で
は
な
い
こ
の
講
義
の
中

で
、
学
生
が
変
化
し
て
い
く

嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

様
々
な
人
生
に
出
会
い
、

教
え
て
も
ら
う
日
々
を
今
過

ご
し
て
い
ま
す
。

柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い

　

日
頃
よ
り
柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
は
、
将
来
の
国
際
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
柏
陽
高

校
在
校
生
の
た
め
に
、
分
野
別
進
路
説
明
会
や
各
種
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
け
る
方
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
職
場
訪
問
の
場
の
提
供
な
ど
に
対
応
で

き
る
方
な
ど
、
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
方
々

に
登
録
い
た
だ
き
、
柏
陽
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
る
卒
業
生
の
皆
様

の
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
に
関
す
る
こ
と
は
柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お

問
い
合
わ
せ
」
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柏
樹
会
人
材
バ
ン
ク
事
務
局

然
の
繋
が
り
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
柏
陽
生
の
皆
さ
ん

が
挑
戦
と
成
長
を
楽
し
め
る

柏
陽
ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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　2024年度大学合格者数 
国公立大学
大学名 合格者数
東京 1 
京都 2 
一橋 1 
東京工業 12   (1)
北海道 5
東北 7  (1) 
名古屋 4
大阪 7  (1)
九州 1 
神戸 1  (1)
帯広畜産 1 
秋田 1 
山形 1 
茨城 1 
筑波 4 
埼玉 2  (1)
千葉 6  (2)
お茶の水女子 5  (1)

電気通信 3  (1)
東京外国語 2 
東京学芸 3 
東京農工 5 
横浜国立 36  (4)
新潟 2  (1)
金沢 1  (1)
福井 1  (1)
信州 5  (1)
静岡 1  (1)
滋賀 1 
広島 3 
愛媛 1 
熊本 1 
東京都立 4  (1) 
神奈川県立保健福祉 3 
横浜市立 19 
金沢美術工芸 1  (1)
静岡県立 1 
国公立大学合計 155	 (20)

私立大学
大学名 合格者数
青山学院 62  (4)
麻布 2 
桜美林 2  (1)
学習院 23  (1)
学習院女子 2  (1)
神奈川 24  (3)
神奈川工科 1  (1)
関西 3 
関西学院 1 
関東学院 4  (2)
北里 21  (6)
共立女子 3  (1)
杏林 4  (2)
近畿 2 
慶應義塾 48  (7)
工学院                       13  (1)
國學院 22  (1)
国際医療福祉 1 (1)

教
育
活
動　

部
活
動　

　
　
　

活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た

校
長　

野
沢　

重
和

　

着
任
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
校
長

の
野
沢
で
す
。
柏
樹
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
春
、58
期
生
３
１
９
名
を
迎
え
、令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
教
育
活

動
へ
の
影
響
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
体
育
祭
や
文
化
祭
、
修
学
旅
行
と

い
っ
た
大
き
な
行
事
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
研
修
も
４
年
ぶ
り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
生
徒
の
成
長
を
意
識

し
な
が
ら
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
軽
音
楽
部
、
囲
碁
将
棋
部
、
英

語
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
競
技
部
が

関
東
大
会
に
出
場
し
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
２
年
連
続
で
全
国
選
手

権
の
県
２
次
予
選
に
進
出
し
ま
し
た
。
ど
の
部
活
動
も
非
常
に

熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

勉
強
だ
け
で
な
く
、
部
活
動
や
行
事
に
お
い
て
も
、
自
己
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
柏
樹
会
と

の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
柏
陽
高
校
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活
躍
す
る
生
徒
た
ち

論
理
国
語
（
２
年
生
）

　

第
21
回
「
金
融
と
経
済
を
考
え
る
」

　

高
校
生
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル　

特
選
等
受
賞

　

２
０
２
４
年
2
月
1
日
（
木
曜

日
）
放
課
後
、
金
融
広
報
中
央
委

員
会
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
柏
陽

高
校
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
年
（
現
3
年
）
生
の
論
理
国

語
の
夏
課
題
と
し
て「
第
21
回『
金

融
と
経
済
を
考
え
る
』
高
校
生
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

山
口
碧
大
さ
ん
「
国
境
な
き
ラ

ン
ド
セ
ル
」（
特
選
）、
土
井
ま
ゆ
香
さ
ん
「
ド
ラ
マ
か
ら
見
え
た

妊
婦
の
現
実
」（
秀
作
）、
松
田
保
乃
歌
さ
ん
（
佳
作
）、
木
村
碧

さ
ん
（
佳
作
）
の
4
名
が
入
賞
し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

書
道
部

　

神
奈
川
県
・
遼
寧
省
青
少
年
書
画
交
流
展

　

知
事
賞
受
賞

　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
の
神
奈

川
県
・
遼
寧
省
青
少
年
書
画
交
流
展
書
の
部
に
お
い
て
、
柏
陽

高
校
2
年
（
現
3
年
）
生
の
竹
石
江
香
さ
ん
が
、
鄧
石
如
の
篆

書
白
氏
草
堂
記
六
屏
の
臨
書
で
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
後
、
竹
石
さ
ん
は
「
普
段

書
く
こ
と
が
な
い
篆
書
と
い
う
字

体
な
の
で
、
作
品
を
よ
く
見
て
丁

寧
に
書
く
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

た
。
黒
岩
県
知
事
に
会
っ
た
時
は

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
中
か
ら
私
の
作
品
が
選
ば
れ
て

本
当
に
嬉
し
い
で
す
」。

柏陽高校ホームページ

国際基督教 3 
国士館 3 
駒澤 13  (2)
実践女子 1  (1)
芝浦工業 35  (3)
順天堂 2 
上智 35  (10)
湘南医療 1
湘南工科 1
昭和 2  (1)
昭和女子 1 
昭和薬科 3 
女子美術 2  (2)
成蹊 7  (1)
成城 8 
専修 24  (3)
多摩美術 4  (4)
千葉工業 2 
中央 82  (4)
津田塾 1 

帝京 1 (1)
東海 13  (4)
東京医科 1 
東京医療保険 1 
東京女子 5 
東京電機 8  (1)
東京都市 36 (4)
東京農業 23  (1)
東京薬科 8 
東京理科 72  (8)
同志社 1   (1)
東洋 29  (3)
獨協 1 
日本 31 (11)
日本医科 1 (1)
日本獣医生命科学 4
日本女子 12 
日本赤十字看護 1 
文教 1 
法 政 103 (5)

星薬科 12
武 蔵 野 3 
武蔵野美術 4 
明 治 156 (12)
明 治 学 院 37 (3)
明 星 2 
横浜薬科 3 
酪農学園 1 
立 教 35 (5)
立 命 館 3 
早 稲 田 68 (6)
私立大学合計 1144	(131)

柏陽高校だより

（　）は過年度合格者で内数
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柏陽高校部活動紹介

陸上競技　部員 49 人
県高校総体 400 ｍハードル８位入賞、県高校新人 800 ｍ４
位入賞、関東選手権 800m 出場、県高校駅伝男女出場。各種
競技会でも部員全員が目標達成に向け切磋琢磨しています。

ラグビー　部員 4 人
クラブ名『PHOENIX』を

体現できるよう部員集めを頑
張っていきます。

野球　部員 26 人
交流戦の勝利など、少しずつ
力がつきました。夏の勝利目

指して頑張ります。

硬式テニス　部員 41 人
2023 秋の新人戦県ベスト

32、2024 春横浜地区トーナ
メント男子3位入賞しました。     

サッカー　部員 33 人
2023 年度インターハイ 2 次
予選進出、２年連続の選手権

2 次予選進出

バレーボール　部員 39 人
チーム一丸となって目標達成

のために活動しています。

水泳　部員 36 人
部員同士で指導・アドバイス
し合い、ライバルとして切磋
琢磨しながら活動しています。

剣道　部員 21 人
「剣学一如・交剣知愛・師弟同

業」の精神で日々活動してい
ます。

ソフトボール　部員 3 人
週５回活動インストラクターの方
に指導をお願いしています。土日
は合同チームで活動しています。

バスケットボール　部員 35 人
女子：2023 年新人戦県大会出場！ 2024
年春関東予選県大会出場！男子：県大会出

場を目標に切磋琢磨し活動しています。

卓球　部員 24 人
上手くなることはもちろん、
部活動を楽しむことも大切に

しています。

バドミントン　部員 24 人
男女ともに県大会ベスト８以
上を目指して練習しています。

山岳　部員 32 人
3,000m 級の山を目指し、

日々トレーニングをしていま
す。

ソフトテニス　部員 41 人
新人戦県大会団体、男子ベス

ト８、女子ベスト 16。楽しみ
ながら、勝つ！

ハンドボール　部員 41 人
ハンドボールを通して、人と
して成長できるように活動し

ています。

合唱　部員 12 人
年２回のコンサートや県音楽
祭のステージなどに向けて練

習に励んでいます。

理科　部員 11 人
週４回、農業からロボットま

で幅広く活動しています。

吹奏楽　部員 65 人
3 月の定期演奏会に向け、日々

練習に励んでいます。

茶道　部員 17 人
インストラクターの堀江先生
のご指導の下、毎週和やかに

活動しています。

写真　部員 33 人
学校行事を撮影したり、とき
どき校外で撮影会を行ってい

ます。

書道　部員 8 人
週２回、大会等に向け充実し
た部活動を実施しています。

数学　部員 28 人
ゲーム、映像制作のほか、数
学オリンピックにも挑戦して

います。

英語　部員 64 人
世界大会を目指してがんばっ

ています。

デザインワーク　部員 19 人
キャラクターイラストを載せ
た部誌を定期的に発行します。

美術　部員 15 人
栄区とタイアップし、本郷台
駅前の街頭フラッグのデザイ

ンを描きました。

クラシックギター　部員 15 人
楽しくまったり活動していま

す。

ダンス　部員 33 人
2024 年１月の県新人大会で

33 位でした。

文芸　部員 5 人
部員の作品を雑誌 ｢澪標｣ に
まとめ、定期的に発行してい

ます。

クイズ研究同好会　部員 18 人
週２日、楽しく充実した部活

動を実施しています。

軽音楽部　部員 89 人

第３回全国高校軽音楽部大会
関東甲信越地区２位グランプ

リ大会出場

競技かるた　部員 25 人

週４回、楽しく充実した活動を実施しています。昨年度は部員
１名が県の代表に選ばれ、関東大会に出場しました。

囲碁将棋　部員 9 人

週２回、全国大会出場を目指してワイワイ活動しています。
第 47 回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会出場
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ご
案
内
と
お
願
い

柏
樹
会　

会
長　

田　

中　
　
　

均

　

円
安
が
進
み
、
物
価
高
が
定
着
し

た
か
の
よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

柏
陽
高
校
は
58
期
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

柏
樹
会
で
は
、
今
年
度
も
9
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）

柏
陽
祭
に
お
い
て
「
柏
樹
会
の
部
屋
」
を
開
設
し
ま
す
。
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

柏
陽
祭
初
日
と
重
な
り
ま
す
が
、
9
月
21
日
（
土
）、
ひ
ら

し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
19
回
「
青
春 

か

な
が
わ
校
歌
祭
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
柏
樹
会
は
5
回
目
の
参

加
に
な
り
ま
す
。
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
校
歌
、
応
援
歌
、

自
由
曲
な
ど
を
ぜ
ひ
一
緒
に
合
唱
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
希
望

は
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
よ
り
、
皆
様
に
任
意
の
年
会
費
の
ご
納
入
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
、
Ｈ
Ｐ
の
更
新
、
校
歌
祭
へ

の
参
加
な
ど
、
さ
ら
に
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
60
周

年
も
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
年
会
費
の
ご
納
入
し
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

柏樹会NEWS

               

第
19
回
「
青
春 

か
な
が
わ
校
歌
祭
」

               

に
参
加
し
ま
す

母
校
の
校
歌
を
楽
し
く
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か 

♬　

　
「
青
春 

か
な
が
わ
校
歌
祭
」
は
、
神
奈
川
県
内
の
新
制
高
等

学
校
及
び
旧
姓
中
学
校
の
同
窓
会

が
、
校
歌
・
応
援
歌
な
ど
を
通
じ
て
、

卒
業
生
と
在
校
生
と
の
交
流
や
他
校

の
同
窓
会
と
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
合
唱
祭
で
す
。

第
19
回
「
青
春 

か
な
が
わ
校
歌
祭
」
開
催
要
項

開
催
日
時　

２
０
２
4
年
９
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

11
：
50
～
17
：
30　

開
場　

11
：
30

会　
　

場　

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

平
塚
市
見
附
町
16-

１　

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
「
平
塚
駅
」
西
口
徒
歩
8
分

演
奏
曲
目
：「
校
歌
」「
い
の
ち
の
わ
け（
元
音
楽
教
諭 

尾
形
敏
幸
先
生
作
曲
）」

柏
陽
校
歌
祭
合
唱
団　

練
習
日
程

第
1
回　

7
月
27
日 

（
土
）
14
：
00
～
16
：
30  

柏
陽
高
校
2
階
大
教
室

第
2
回　

8
月
18
日 

（
日
）
14
：
00
～
16
：
30  

柏
陽
高
校
2
階
大
教
室

第
3
回　

8
月
31
日 

（
土
）
14
：
00
～
16
：
30  

柏
陽
高
校
2
階
大
教
室

第
4
回　

9
月
7
日 

（
土
）
14
：
00
～
16
：
30  

柏
陽
高
校
2
階
大
教
室

第
５
回　

9
月
15
日 
（
日
）  

14
：
45
～
16
：
50

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ（
本
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
栄
区
小
菅
谷
１
丁
目
５-

４  

校
歌
祭
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

柏
樹
会
校
歌
祭
実
行
委
員
会

（K
oukasai8940-staff@

googlegroups.com

）

参加者 
 大募集！！

第
41
回
文
化
祭
令
和
５
年
9
月
23
・
24
日
参
加

芸
術
棟
2
階
で
「
柏
樹
会
の
部
屋
」
を
開
催

　

来
場
者
の
在

　

来
場
者
の
在

校
生
・
同
窓
生

校
生
・
同
窓
生

は
、
記
念
誌
・
卒

は
、
記
念
誌
・
卒

業
ア
ル
バ
ム
・
朝

業
ア
ル
バ
ム
・
朝

日
掲
載
「
青
春
ス

日
掲
載
「
青
春
ス

ク
ロ
ー
ル
」
な
ど

ク
ロ
ー
ル
」
な
ど

を
見
な
が
ら
、
談

を
見
な
が
ら
、
談

笑
し
て
い
ま
す
。

笑
し
て
い
ま
す
。

第
１
０
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
神
奈
川
大
会

1
回
戦
対
大
和
高
校　

2
回
戦
対
厚
木
北
高
校

3
回
戦
対
藤
沢
清
流
高
校

　

1
回
戦
、
最
終
回
に
4
対
3
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
！
初
戦
突
破

は
8
年
ぶ
り
で
す
。

2
回
戦
は
昨
年
コ
ー

ル
ド
負
け
し
た
厚
木

北
高
校
に
最
終
回
7

対
6
で
ま
た
ま
た
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
！
驚
喜

の
快
挙
で
す
。
3
回

戦
は
残
念
な
が
ら
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
父
母
会
吹
奏
楽

部
に
加
え
た
く
さ
ん

の
生
徒
た
ち
の
熱
い

応
援
で
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
以
前
、

柏
陽
高
校
に
は
2
回
戦
3
回
戦
は
当
た
り
前
と
い
う
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
強
い
野
球
部
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
取
材
文
・
写
真
撮
影 

笠
間
邦
彦
6
期
）

「
第
18
回 

青
春 

か
な
が
わ
校
歌
祭
」
に
参
加
し
ま
し
た

　

２
０
２
３
年
10
月
21
日(

土)

、
第
18
回
「
青

春 

か
な
が
わ
校
歌
祭
」
に
参
加
。
合
唱
曲
は
校

歌
、「
青
（
尾
形
敏
幸
先
生
作
曲
）」
を
混
声
四

部
合
唱
で
披
露
し
ま
し
た
。
母
校
か
ら
は
校
長

先
生
と
副
校
長
先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

企業採用経験者の同窓生による進路相談コー
ナーが設けられました。

「ハクジュ貝」
缶バッチ
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Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
名
門
校
」
に
柏
陽
高
校
が
登
場
し
ま
し
た

　

２
０
２
３
年
11
月
11
日
（
土
） 

10:

30
～
11:

00
放
映
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
名
門

校
」
に
、
柏
陽
高
校
が
登
場
し
ま
し
た
。
前
半
は
、
学
校
紹
介
で
柏
陽
高

校
は
2
人
に
1
人
が
国
公
立
大
へ
進
学
し
て
い
る
、
や
る
気
を
出
す
授
業

に
密
着
、
後
半
は
生
徒
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

https:/ /www. bs-tvtokyo. co.jp /meimonkou/
 

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
卒
業
生
の
言
葉
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
「
名

門
校
の
生
の
姿
」
を
伝
え
て
い
く
情
報
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
す
。

令
和
6
年
度
柏
樹
会
総
会
を
開
催

　　

５
月
19
日(

日)

に
柏
陽
高
校
大
教
室
に
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

17
名
、
会
則
第
18
条
第
1
項
に
基
づ
き
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

初
め
に
田
中
会
長
か
ら
「
昨
年
に
続
き
本
年
も

顔
を
合
わ
せ
て
の
総
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は

何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
柏
陽
高
校
野
沢

校
長
先
生
か
ら
は
祝
辞
に
続
き
、
柏
陽
生
が
勉

強
・
部
活
動
・
行
事
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
む

様
子
や
卒
業
生
の
進
学
の
状
況
、
60
周
年
に
向

け
て
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
審
議
が
行
わ
れ
、
第
1
号
議
案
か
ら

第
5
号
議
案
は
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
第
42
回
文
化
祭
「
柏
陽
祭
」
に
参
加
し
ま
す

日
時
： 

9
月
21
日
（
土
）
10: 

00
～
15: 

30

　
　
　

9
月
22
日
（
日
）
９ : 

30
～
15: 

00

「
柏
樹
会
の
部
屋
」　

芸
術
棟
2
階

　

柏
樹
会
の
部
屋
で
は
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
・
周
年
記
念
誌
・
柏
樹
会
報
・
50 

周
年
大
同
窓
会
写
真
・
朝
日
新
聞
「
青

春
ス
ク
ロ
ー
ル
」
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま

す
。
茶
菓
の
用
意
も
あ
り
、
卒
業
生
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。旧
友
と
懐
か
し
い
思
い
出
話
な
ど
、

再
会
の
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

柏樹会NEWS

　

2
期
生
同
期
会

　

２
０
２
３
年

　

２
０
２
３
年
1111
月月
22
日　

横
浜
崎
陽
軒
本
店

日　

横
浜
崎
陽
軒
本
店

　

柏
陽

　

柏
陽
5050
周
年
前
後
か
ら
、

周
年
前
後
か
ら
、
22
期
生
メ
ン
バ
ー
も
少
し
ず
つ

期
生
メ
ン
バ
ー
も
少
し
ず
つ

仕
事
を
終
え
同

仕
事
を
終
え
同

期
会
が
行
わ
れ

期
会
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回

ま
し
た
。
今
回

は
、
遠
方
の
関

は
、
遠
方
の
関

西
や
ア
メ
リ
カ

西
や
ア
メ
リ
カ

か
ら
も
参
加
い

か
ら
も
参
加
い

た
だ
き
、

た
だ
き
、
3535
名名

の
同
期
生
が
集

の
同
期
生
が
集

い
楽
し
く
懐
か

い
楽
し
く
懐
か

し
い
時
間
を
過

し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ご
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
は

　

先
生
方
は
9090

歳
を
越
さ
れ

歳
を
越
さ
れ

ご
参
加
は
叶

ご
参
加
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し

い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、

た
が
、
7070
歳
を
歳
を

超
え
た
わ
が
学

超
え
た
わ
が
学

年
、
そ
れ
ぞ
れ

年
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
、
人
生

の
方
が
、
人
生

を
生
き
て
い
る

を
生
き
て
い
る

素
敵
な
姿
を
見

素
敵
な
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
で
き

感
じ
ら
れ
る
会
で
し
た
。
二
次
会
、
三
次
会
ま
で
横
浜
の
街

感
じ
ら
れ
る
会
で
し
た
。
二
次
会
、
三
次
会
ま
で
横
浜
の
街

に
繰
り
出
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

に
繰
り
出
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
「
桜
を
見
る
会
」「
あ
じ
さ
い
の
会
」

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
「
桜
を
見
る
会
」「
あ
じ
さ
い
の
会
」

と
名
付
け
た
催
し
で
は
、
北
鎌
倉
の
メ
ン
バ
ー
宅
に
集
い
散

と
名
付
け
た
催
し
で
は
、
北
鎌
倉
の
メ
ン
バ
ー
宅
に
集
い
散

策
や
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
こ
と
も
定
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時

策
や
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
こ
と
も
定
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時

に
は
同
級
生
の
大
野
重
人
君
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
に
集
い
、

に
は
同
級
生
の
大
野
重
人
君
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
に
集
い
、
7070

歳
を
超
え
た
今
こ
そ
、楽
し
み
が
豊
か
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歳
を
超
え
た
今
こ
そ
、楽
し
み
が
豊
か
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（
文　

川
田
晶
子　

旧
姓
八
十
川
）

（
文　

川
田
晶
子　

旧
姓
八
十
川
）

タイムスリップ同期会

　

３
期
生
『
三
期
会
』

　

２
０
２
４
年
３
月

　

２
０
２
４
年
３
月
1010
日
（
日
）

日
（
日
）

　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
５
年
ぶ
り
に
開
催

　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
５
年
ぶ
り
に
開
催

物
理
の
金
城
啓
一
先

物
理
の
金
城
啓
一
先

生
、
柏
樹
会
田
中
会
長

生
、
柏
樹
会
田
中
会
長

を
含
む

を
含
む
4545
名
が
集
い

名
が
集
い

ま
し
た
。
同
期
会
も

ま
し
た
。
同
期
会
も

様
々
な
都
合
で
年
々

様
々
な
都
合
で
年
々

参
加
者
が
減
り
続
け
、

参
加
者
が
減
り
続
け
、

コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間

コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間

を
経
て

を
経
て
7070
歳
の
記
念

歳
の
記
念

開
催
も
一
ク
ラ
ス
分

開
催
も
一
ク
ラ
ス
分

の
人
数
に
な
り
ま
し

の
人
数
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
参
加
者

た
が
、
そ
の
分
参
加
者

の
顔
ぶ
れ
が
わ
か
り

の
顔
ぶ
れ
が
わ
か
り

和
気
あ
い
あ
い
の
４

和
気
あ
い
あ
い
の
４

時
間
で
し
た
。

時
間
で
し
た
。

（
文　

齊
木
達
夫
）

（
文　

齊
木
達
夫
）

こんにちは　いたち川です！柏陽高校の
横を流れています。
　♪ときはの松の緑も茂く♪柏陽高校
の校歌は、体育館が校舎の向こう側
にあった頃も川のすぐ横に移った今
も、変わらずによく聞こえてきます。

「ときはの松」や「陽のあたる柏の樹」
はいたち川からは見えませんが、♪ああ

栄あれ我が母校柏陽　われらの柏陽♪の、
その歌声は昔も今もとてもおおらかで力強く聞こえてきます。
　設立当時の住所は「戸塚区桂町 135 番地」でした。平成 7 年に
住所表示が「栄区柏陽 1 番 1 号」に変わりました。まさに栄えあ
れ柏陽！「柏陽」は栄区の地名となったのです。川に住所はあり
ません、お隣りのいたちとしては羨ましくも誇らしい気持ちで
いっぱいです。

　去年の文化祭では同窓生が歌う校歌が聞こえ
てきました。きっと今年も皆さんの歌声が聞こ
えてくるのでしょうね。楽しみにしています！

（井桁扶美子　旧姓志野　10 期生）

こんにちは
いたち川です。

2023年 5期生中野さんによるマジックショー

ジャズライブ大野重人さん
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柏
樹
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

会員企業などの広告を掲載します
会報 11 号（2025 年版）への広告募集

掲載ご希望の方は、
広告募集：随時
掲載料金：最大名刺サイズ（55 × 91㎜）8,000 円
掲載希望：柏樹会ホームページ「お問い合わせ」より

広

募

告

集

１　

会
員
登
録
変
更
に
つ
い
て

　

柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
問

い
合
せ
」
へ
。
ま
た
は
、「
氏
名
、

卒
期
（
卒
業
年
）、
現
住
所
、
電

話
（
携
帯
）
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
任
意
）」
を
明
記
し
、
変

更
内
容
を
お
書
き
の
上
、

〒
２
４
７

－

０
０
０
４　

横
浜

市
栄
区
柏
陽
１

－

１ 

柏
陽
高
校

内　

柏
陽
高
校
同
窓
会　

柏
樹
会　

宛
」　

ま
で
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

２　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

　

柏
樹
会
で
は
、
会
員
名
簿
の
作

成
・
管
理
、会
報
発
送
な
ど
を
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
」
を
取
得
し

て
い
る
（
株
）
サ
ラ
ト
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
会
員
名
簿
購
入
、
会

員
情
報
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

必
ず
会
員
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
の

確
認
が
必
須
で
す
。
偽
造
し
た
身

分
証
明
書
類
を
利
用
し
た
詐
欺
な

ど
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
窓
会
関
連
の
振
り
込
め
詐
欺
に

利
用
さ
れ
た
事
例
も
多
数
あ
り
ま

す
。
疑
わ
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
確
認
、
警
察
へ
の
連
絡
な
ど
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３　

２
０
２
５
年
発
行
「
柏
樹

会
報
第
11
号
」
の
記
事
掲

載
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

柏
陽
高
校
生
と
座
談
会
の
提

案
・
同
窓
生
の
〇
〇
さ
ん
の
話
が

聞
き
た
い
、
柏
陽
高
校
・
柏
樹
会

の
こ
こ
が
知
り
た
い
、
部
活
Ｏ
Ｂ

会
・
同
期
会
開
き
ま
し
た
、
部
活

動
の
取
材
が
し
た
い
、
会
報
の
編

集
に
参
加
し
た
い
な
ど
、
記
事
掲

載
情
報
を
柏
樹
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
お
問
い
合
せ
」
か
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏樹会は母校を支援し、会の活動活性化を図るために、同窓会会員の皆様に年会費納入のご協力を、お願いし
ております。

税理士法人

青木会計事務所
代表社員　青　木　昌　一
（昭和４８年卒・4 期生）

〒 245-0024　横浜市泉区和泉中央北２丁目２３番２３号
TEL　０４５（８０２）３９２２
FAX　０４５（８０１）２７４０

編
集
後
記

三
浦
し
を
ん
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
舟
を
編
む
」

の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
を
見
た
。
編
集
者
が
言
っ
た
「
そ

の
言
葉
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
」
の
言

葉
に
ハ
ッ
と
す
る
。
文
章
編
集
す
る
と
き
自
分
も

「
疑
問
」
か
ら
言
葉
を
検
索
、
理
解
を
し
て
い
た
こ

と
に
「
同
じ
だ
」
と
勝
手
に
納
得
。
辞
書
に
書
か

れ
た
膨
大
な
言
葉
の
意
味
や
多
様
な
応
用
例
、
日

本
語
の
持
つ
美
し
さ
多
様
性
を
見
つ
け
に
、
分
厚

い
辞
書
を
開
い
て
み
よ
う
か
と
思
う
気
持
ち
は
あ

る
が
、
自
身
の
年
齢
は
辞
書
の
小
さ
な
文
字
と
の

戦
い
に
勝
つ
自
信
は
な
い
。「
辞
書
を
片
手
に
」
は

理
想
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
現
実
は
手
軽
な
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
を
便
利
に
活
用
し
て
言
葉
の
持
つ
情
報

を
探
り
会
報
作
り
し
て
い
る
。「
あ
れ
？
こ
れ
は
？

い
い
の
？
」
の
疑
問
は
持
ち
続
け
る
こ
と
は
忘
れ

ず
に
進
ん
で
行
け
た
ら
と
。（
金
子
啓
子　
１
期
）

年会費振込のお願い

年会費納入方法
◎会報に同封された振込用紙（郵便局用・コンビニ用）利用の場合
＊コンビニ及びスマホ決済では金額の訂正はできません。
＊数年分納入される方は、金額を訂正して郵便局でお振リ込みく
ださい。

令和6年度年会費　2,000円

　　年会費についてのお問い合せ先
　　https://dousoukai.site/
　　hakuju-kai/contact/

◎銀行振り込みの場合（振込手数料本人負担）
　振込先：横浜銀行　港南台支店　普通　1544454
　口座名義：柏樹会　代表　田中均
＊振込氏名欄の記入例
　卒年（西暦）氏名：3タナカヒトシ
◎寄付について
＊会報に同封の払込用紙（郵便局用・コンビニ用）で、
氏名欄に「キフ」と書き添えて郵便局で振り込みく
ださい。

＊銀行振り込みは随時できます。
　振込氏名欄の記入例　キフ3タナカヒトシ

ホームページ

柏樹会ホームページ
母校、同窓会の新
着情報を掲載して
います。
各種お問い合わせ
にも対応していま
す。


